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６気になる幼児の事例
養護教諭渡辺誓代
この時、養護教諭はちょうどビデオ撮影をしながら、
少し離れて見守っていた。Ｔ児はみんなと協力する意
識がまだ持てていないのではないか、と思われたため、
担任と相談し、Ｔ児を保健室に誘い、ビデオを一緒に
見ながら振り返ることにした。
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童事例１－①「Ｔ児ちゃん！」６月２６日（木）
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JTLLIRJJ事例１０「わからんかつた」
養護教諭「そうやね。でもねえ、絵本を読んじゃったのは×ねえ。わくわくワール
ドの時には、みんなと違うことをするのは×なんだよ」
Ｔ児「え？」
養護教諭「みんなと同じことをするのが○なの」
Ｔ児「じゃあ、わくわくワールドの時だけね」
養護教諭「それと、わくわくワールドごっこの時もね」
Ｔ児「うん、わかった」
養護教諭「わかって、よかったね。じゃあ、みんなと同じようにするのに、どうし
たらいいかな」
Ｔ児「じゃあ、３までに着替える」（９：１５までに着替えるという意味で、み
んなの約束の一つ）
養護教諭「いいねえ。ここに書いておこうか」
Ｔ児「うん、書いたらちょうだい」
メモを書くと大事そうにポケットにしまった。
＜Ｔ児について＞
２年保育・５歳女児である。行動が遅く、集団で活動する時に遅れやすいことが入園以来
ずっと気になっていた幼児である。自分の思っていたのと違う状況になると動けなくなった
り、文字（掲示物や絵本）に目が向いて、指示が通らなかったりすることが多い。１対１で
は、とてもうまく会話ができる。
（１）Ｔ児の思考する姿から
Ｔ児とグループの幼児らの様子を見ていると、Ｔ児は何も考えず、協力せず、注意が逸れ
ているように見受けられた。今後、このグループの中で協同性を学んで、楽しいわくわくワ
ールドを経験してほしいと願い､Ｔ児に気づかせる意図でビデオを見ることにした｡すると、
その結果、以下のようなＴ児の思考を知ることができた。
・カーペットを畳むという指示は知っていた
．わからなくなると、絵本などに気が逸れてしまう
.みんなと同じことをするのがよいことで、ちがうことをするのは、よくないと思っていな
かった
つまり、Ｔ児は全体への指示としてカーペットを畳むことは知っていたが、何が重要でど
う行動したらよいのかがわかっていなかった。同じグループの幼児らがみんなで四苦八苦し
て畳んでいることの意味がわかっていなかったのである。わくわくワールドはとても楽しみ
にしており、活動に参加したくなくて勝手をしていたわけではなかったようだ。絵本を読む
ということは、具体的に何をすればよいかわからなくなった時に、起こす行動だったようで
－８９－
ある。
（２）幼児の思考を促す教師の援助
Ｔ児の思考は、現象だけ見ても想像できないことがある。映像を利用し、このように一緒
に振り返って聞くことで、その場では無言だったＴ児の思考を理解することにつながった。
また、振り返りながら、ここは○であると褒めることができ、×の部分はどうしたらよかっ
たか、知らせることができた。集団で同じ目的に向かって行動する時には、このような援助
も必要なのではないかと考える。
（３）今後に向けて
Ｔ児がどうしたらよいかわからず、動けない時には、わ
かりやすくする援助を試みていく。教師だけでなく、友達
の声かけでも動けるように、周囲の幼児も支えていく。
趨
刎石ョ子Ｉ厚Ｐ,
農健室に『 勤国FT三り
。Ｕ割の月自 甥の人にＲ.IpIn王EC)鮖突]奉り ，
蔓護霧､【誠ｌＦ
－９０－
LIIJIJmLLIIL定liijiii事例２「怒られると思った」９月２６日（金）
養護教諭「そうか、本当は持ち上げないで、これくらいにして持つといいよれ。そ
れから一人で持たないで、何人かで端の方を持つといいんだよ」
Ｒ児「うん」絵を見ながら小さい声で言う
養護教諭「Ｒ児くんはかたづけようとしてたんだよね。Ｐ児くんは何してたの？」
Ｐ児「かたづけようとしとった」
養護教諭「え？じゃあ、二人で運んでたの？こんな感じ？」
絵を書き直す。
Ｒ児・Ｐ児「そう」
二人とも絵を見ながらうなづいた。
養護教諭「そうなんや、一人じゃなかったんだ・・・じゃあ、どうして上に上げた
のかな？」
Ｒ児「わからん」
養護教諭「そうか。Ｐ児くんは、棒が当たって痛かったんだよね」
Ｐ児「うん」
Ｐ児は浮かない顔をしている。Ｒ児は黙っている。そこへ連絡を受けた担任が来室し
た。お互いに様子を聞き、双方の話に相違はなかったが、Ｒ児はあまりしゃべらず、Ｐ児
も浮かない顔で頭を冷やしていた。
担任「Ｒ児くん、棒が当たった時、どう思った？」
Ｒ児「怒られると思った」
担任「そうなんや。もしかして、ここに呼ばれたのも怒られると思った？」
Ｒ児「うん。悪いことしたし、怒られると思った」
担任「今、当たった時の様子を聞きたかったんや。それと、Ｐ児<んは棒が当
たって痛かったし、こんな時どうしたらいいかも考えてほしかったんや」
養護教諭「こんなお話を聞くことは、怒ってるんじゃないんだよ。失敗することは
誰でもあるよ。Ｒ児<んは、Ｐ児くんに棒を当ててやろうと思ったんじ
ゃないでしよ？」
Ｒ児はうなづいた。その後、Ｒ児は教師の話を落ち着いた表情で聞き、Ｐ児に「ごめん
ね」と謝った。Ｐ児はまだ痛そうな表情だったが「いいよ」と答えた。
－９１－
＜Ｒ児について＞
２年保育で４月に入園してきた４歳児・男児である。行動が早く、あまり落ち着きがない。
衝動的な面は、逆に積極的でもあり、自分のわかっているかたづけは、友達と取り合ってで
もすることがある。友達とトラブルになることが時々あり、教師や両親から注意を受けるこ
とが多く、注意されそうになると逃げようとしたり、ごまかそうとしたりすることもあった。
（１）Ｒ児の思考する姿から
Ｒ児は、かたづけの時に、悪気はなかったが友達にけがをさせてしまい、しまった、と思
っただろう。しかし、「しまった」の次に「怒られる」という思考が働き、その場を離れ、謝
ることはしなかった。呼ばれて保健室に来た時の様子から、相手に悪かったとか、痛い思い
をさせたなという思いよりも「やっぱり怒られる」という思いが強かったことが伺える。そ
の思考はこれまでの経験から、怒られる恐怖感によるものと考えられる。
（２）幼児の思考を促す教師の援助
保健室で、けがの状況を聞く時に、相手があるけがでは、善悪や謝罪に目が向きがちであ
る。しかし、まず客観的になり振り返ることが必要で、それが今後のけがの予防にもなる。
この事例でも、図を書いて示しながら話を聞くことで、二人とも図を見て少しずつ振り返る
ことができた。
Ｒ児には、「痛い思いをさせて悪かったな」という気持ちを感じ、相手に言葉で謝ってほし
いと願ったが、すぐに強制せずＲ児の思いを聞くことで、Ｒ児の思考を知ることができた。
「怒られる」と思いながら保健室にきたＲ児だったが、教師の話を聞いて、「怒られること」
と「注意されること」の違いが少しは理解できたのか､表情がやや落ち着いたように見えた。
（３）今後に向けて
「怒る」ような口調や表情でなく、Ｒ児への信頼感を表しながら、話を聞くことが大切で
ある。Ｒ児の思いを受け止めた上で､教師の意図を具体的に話し、こんな時には何を考えて、
何をしたらいいのか伝える。日頃からの信頼関係を築いておくことも大切である。
友達と息を合わせることができるように、からだを使いながらつないでいく。
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事例３「つなげんと、ぶんなぐるぞ」11月２７日（木）
と言って、押し合って傾いたおうちを動かした。それを見ていたＵ児がマルチパネを手
に
Ｕ児「じゃあ、こうしてみたら？」
マルチパネを基地に一つ立てかけた。
養護教諭「う－ん、それは倒れたら危ないね」
Ｑ児は、それを見ておうちを寄せ始め、ｕ児はマルチパネを持ち上げ、橋のようにつな
げようとした。
養護教諭「Ｑ児ちゃん、つないでいいの？」
Ｑ児「うん、いいよ」
Ｙ児は他のところを見ていたので、声をかけた。
養護教諭「(Ｙ児くん）Ｑ児ちゃん、つないでいいんだって」
Ｙ児「よし」
その後みんなでおうちと基地をつなげ、Ｙ児は橋の下に敷くマットを探しに行くなど、
機敏に動いていた。つながると、みんなで橋を行き来したり、リレーをしているＷ児を基
地の上から大声で応援したりしていた。
＜Ｙ児について＞
２年保育で４月に入園してきた４歳児・男児である。友達と協調したり、合わせたりする
よりも自分のペースで行動することが多く、着替えや集団活動の時にクラスから離れてしま
うこともたびたびあった。２学期になってからは周囲への信頼感が広がったようで、クラス
の活動にも参加し落ち着いて話を聞く姿が見られるようになった。１１月中旬ころより、それ
まであまりかかわりのなかった幼児らと一緒に遊ぶようになった。
（１）Ｙ児の思考する姿から
マルチパネの基地は、扱いに慣れてきており、基地同士をつないで遊ぶこともあった。「つ
なぐ！」という言葉から、Ｙ児は当然仲間同士なので、Ｑ児のおうちもつなぐものだと思っ
ていたようだ。しかし、思い通りにならずＹ児は「ぶんなぐるぞ」という表現で威嚇した。
それでもＱ児は拒否したので、威嚇することでは通用しない相手がいることを学んだと思わ
れる。次にＹ児は、何とか別の手段でＱ児を変えたいと思ったようだ。じゃんけんをしよう
としたり、走ってみようとしたり、これまでよりも根気よく交渉していた。この姿から、Ｙ
児はこの場でこの仲間と一緒に遊びたいという思いが強かったと考える。ただ、Ｙ児は相手
を変える思考に終始したのに対し、ｕ児はＱ児の気持ちをもう少し考えてモデルを示して見
せたところが、思考の違いだったと思われる。
－９４－
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（２）幼児の思考を促す教師の援助
Ｙ児の威嚇する様子を注意したり、Ｑ児の思いを代弁してＹ児の思いを変えたりさせるの
ではなく、交渉場面を楽しい雰囲気にすることを重視した。Ｙ児のひょうきんな行動も手伝
って、Ｑ児やＵ児もその場を離れず、Ｙ児に抗議するようなことはなかった。思いが食い違
う時には、いろいろなアイディアを出し合い、それも楽しむような経験になったと思う。
（３）今後にむけて
今回は、結局Ｙ児の思いの通り、基地とおうちをつなぐことになった。Ｙ児が最後まで基
地での遊びを楽しめたのは、そのためかもしれない。しかし、いつもそういう訳にはいかな
いだろう。友達とのやりとりで、自分の気持ちと相手の気持ちをもう少し客観的に見られる
ように、その場での援助が必要である。
この事例では、Ｑ児の姿も気になった。Ｑ児が他者との関係を作り、自分の力で遊べるよ
うに支えていきたい。
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事例４「絵本は－、読まない」１２月１７日（水）
Ｍ児「うん。そのへん」
養護教諭「絵本は読むの？」
Ｍ児「絵本は一、読まない」
養護教諭「うん。読まなくても大丈夫だよね」
えほんはよまない、とメモに書いた。
Ｍ児「うん」
養護教諭「じゃあ、劇はどこならできそう？」
Ｍ児「う－ん」
養護教諭「うさぎさんのところはＭ先生（補助教師）と一緒に出る？」
Ｍ児「出ないよ」
養護教諭「どうして？」
Ｍ児「いやだから」
養護教諭「そうなんだ。最後のところは？わかる？」
台詞を書いたメモを指しながら聞いた。
Ｍ児「わかるよ」
養護教諭「じゃあ、じゃ－んって礼するところやる？」
Ｍ児「やるよ。ここもわかるよ」
養護教諭「そうだね。『メリークリスマス』のところもね」
Ｍ児「ここも、もうわかってるよ」
養護教諭「あ－，そこも言えそうだね」
その時、合奏の練習をするために５歳がたくさんプレイルームに入ってきた。当日の楽
器も運ばれてきた。
養護教諭「明日もこんな楽器があるんだよ」
Ｍ児「わかった」と急に立ち上がり、保育室へ走り出した。
養護教諭「うん。がんばろうね」
－９６－
＜Ｍ児について＞
１０月に他園から転入してきた４歳児・男児である。遊びの時間には目的や意欲が感じられ
るが､集団活動の場面になると保育室から離れることがたびたびあった｡特別な行事があり、
いつもと予定が変わると、抵抗感を示すこともあった。クリスマスのつどいでは簡単な劇を
することになったが、練習開始後３日ほどは、保育室から離れてしまうと様子がわからなく
なるので、保育室の一角に絵本の棚で仕切りを作ったところ、その中で絵本を読んで過ごし
ていた。Ｍ児は教師の説明の時にも友達の演技の時にも絵本に目を向けたままで、「一緒にや
ろう」と誘うと却ってその場から離れていきそうになり、逆効果のようであった。Ｍ児は、
自分の意志でなく活動をすることになると意欲が減退しやすい。劇の練習への参加は、みん
なと同じことは難しいと思われ、担任もその場で雰囲気を感じたり、教師と一緒に部分的に
参加したりできたらよいのではないかと考えていた。養護教諭はＭ教師とともに、なるべく
練習の時から援助してきた。
（１）Ｍ児の思考する姿から
他の幼児らが、物語をそれぞれの台詞と演技でつなぎながら楽しんでいる横でも、Ｍ児は
関心を向けなかった。Ｍ児の思考を無理に方向付けするのは、Ｍ児にとって苦痛のように思
われた。
Ｍ児は文字を正確に読むことができ、メモには関心がある。その場で走り書きしたメモで
も読めるのである。その得意な面を活かすことで、劇の見通しが持て、どこで何をしようか
自分で考えることにつながったと思われる。
（２）幼児の思考を促す教師の援助
Ｍ児は文字が読めるので、本のように話の流れを文字にしてみると、興味をもち、友達の
台詞を意識して聞くようになった。このことから、Ｍ児は耳から入る言葉だけでは、全体の
理解が難しく意欲を持てなかったのが、視覚的な援助をすることで、関心を高めることがわ
かった。台詞や「打ち合わせ」のメモは、大事そうに持ち帰り、当日持ってきた姿からも、
メモが有効であったことがわかる。
（３）今後に向けて
これからも、集団活動を通して学ぶ機会は多くある。その時、Ｍ児にとって理解しやすい
環境を整え、みんなで一緒にする時に、自分はどうしたらその場に居やすいかという経験を
積むことにつなげたい。Ｍ児の思考の特性を考慮しながら、社会性の学びを意識して援助し
ていく。
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lJLLJLJjiil事例５「Ｏ児くん、壊す」３月１１日（水）
の橘P－Ｃ
＜Ｓ児について＞
３歳児・男児である。語彙が乏しいというわけではないが、会話が成り立ちにくい幼児で
ある。気に入ったフレーズが耳に入ると、何度もその言葉を大きな声で繰り返したり、相手
の方を向かないで一方的に話したり、質問をしてきても答えを聞く前にいなくなったりする
こともある。事実は上手に話すが、感情を示す言葉が少ない。入園当初と比較するとコミュ
ニケーションはとれてきているが、まだまだ気になる幼児である。
（１）Ｓ児の思考する姿から
Ｓ児は、自分の思いをもって、組み立てたりつくり出したりすることが多い。その感覚は
独創的でおもしろい。この事例のブロックの組み立て方も初めは三角形２つが横並びだった
間に２つの三角形を組み立てて頑丈でユニークな形に作り替えた。Ｏ児は、その形のおもし
ろさに惹かれて触りたくなったのだと思う。
/へ､/へ
Ｓ児は、ブロックを触りに来たＯ児に対しては「壊す」という認識しかなかった。これま
でにＯ児がブロックで組み立てたものを壊した記憶があったからかもしれない。Ｏ児への対
応は、ｓ児とＢ児とでは全く違っていた。Ｏ児の気持ちも意識して、優しく頼むように話し
たＢ児に対して、Ｓ児は顔を見ることもなく、壊すと思い込んだら、話を聞く姿勢はまるで
見られなかった。そのうち、歌を思いつき歌ったり、結局はブロックも二人で壊してシーソ
ーにつくり替えたりして、その場その場を楽しんでいるようだった。思考は細切れになって
いる印象を受ける。
その反面、うさこのおうちをつくり養護教諭に伝えたのは、この事例の直前に本物のうさ
このゲージを（大工さんのように）二人でソフトブロックでたたいていたところを、養護教
諭に注意されたという経緯があったからかもしれない。思考の伏線は持っているのではない
だろうか。
－９９－
（２）幼児の思考を促す教師の援助
Ｓ児は、こうだと思ったら、なかなか切り替えることができない。様子を見ていると、Ｓ
児はＯ児に対して、攻撃的ではなかった。Ｏ児もブロックに固執しているようでなく離れて
いったので、敢えて間を取り持って感情を伝えることはしなかった。
（３）今後に向けて
今後は、もっと物やことにこだわったトラブルも予想される。その時に相手の気持ちを聞
いたり、自分の考えを話せたりする場がもてるようにＳ児の話しやすい環境を探っていく。
また、Ｓ児のもっているユニークな発想や思考を仲間に伝えて広げ、Ｓ児の良さを周囲の友
達が認める場を増やしたい。
－１００－
＜１年を振り返って＞
（１）幼児の思考する姿から
事例から、気になる幼児と周囲の幼児らとの思考の違いを探るために図式化を試みた。教
師から見た事例の幼児（確認できた思考）の姿と他児の思考をそれぞれ対比した。
！ｉなお､図に示す;…１は事例の幼児の思考□は周囲(その他)の幼児の思考□は状況→は思考の流れ￣は教師の援助である。
事例１５歳児Ｔ児みんなでカーペットを畳む時に、絵本を読んだ
「....…….........….......……･…･…….…...….....！
；畳まないといけなし､け；
；ど、どこを持ったらい；
：いかわからない ￣原みんなに注意される；
;読みかけの絵本を読む；；ここを持ったらいいん！；だj….....…...…..…....….…．…_………』
＄･･･．．ｏ､0.......c･ＤＣ.｡.．．....．.．．.．．.．．．..．...｡．.．...．...。.､0........,.-
みんなでカ
ーペットを
畳む課題を
聞く
みんなでカー
ペットを畳む同じグループの幼児
何とかみんなで畳もう
どうして協力しないの？
ちゃんと持って
Ｔ児はカーペットのどこを持てばよいかわからなくなった時に、読みかけの絵本を読み続
けた。その後、友達にどこを持てばよいか示されると、同じ行動ができた。その姿は他の幼
児が通常とる姿とは違っていた。みんなでカーペットを畳むという行動の意味の理解が、違
っていたのではないだろうか。周囲の幼児らはグループみんなで協力して同じことをすると
いう教師の意図を理解し何とかみんなで畳もうと試行錯誤していた。Ｔ児は同じ説明を聞い
ても「みんなでカーペットを畳む」という指示の理解であり、カーペットを持てなくなった
時の思考が絵本を読むという一見突飛な行動になったのではないだろうか。
事例２４歳児Ｒ児けがをさせ、その場からいなくなり、呼び戻され「怒られる？」
と聞いた
ゆC■■■●●●●●G●●●●●｡■■●●g■□●●●ロロOC●■｡■●●■●■●■●｡●●●■■Ｂ■●●■■●●●Q■■●●●■■U●●■qp J●●●■、●●、■■●・■。●｡古■■｡■■■■●■■■●●□■■□■●ＳＰＯＯ０ｏＤロロＣｏｇロロロ●●ロロロ●ｃｂＯＣＤ◆□０●ｂＤｂ■●●■■■■
|怒られる１
１その場を去る ￣辰呼び戻される
！「怒られる？」
●●缶■｡■●●■■⑪■■●■■●､■■●●●■■■●●■DCC●●●■●●●□●●､●●●●●■■■■■■■■■●の■■■UocS■■●CD●● ｉ,.........….….….....｡..……....……........................…..｡..．
かたづけの時
に、鉄棒を持
ち上げて、友
達の頭に当た
った
その時の様子
や気持ちを話
し合うＰ児
頭に当たって痛い
なんで、そんな持ち方
するの！
Ｒ児はいなくなった
どうして？
すっきりしない
－１０１－
Ｒ児は自分の行為が困った状況になった時に、その場を離れるという行動をとった。他の
幼児にも、そのような思考は働くであろうが、それと同時に相手の様子を見たり、どうしよ
うかとその場に留まって動けなくなったりすることが多い。呼び戻された後のやりとりの中
で「その時、どう思ったの？」とＲ児の気持ちを聞いたことがきっかけで、Ｒ児の思考が「怒
られる」ことで一杯であったことがわかった。「怒られる」ことと「状況を知ってどうするか
考える」ことの違いに気づかないことが、Ｒ児の思考を短絡的にしたと思われる。
事例３４歳児Ｙ児自分の基地とおうちをつなげたくて相手の意志を変えようとした
！…………….……….………………….ｉ
ｉマルチパネの基地を作：；ぶんなぐるぞｉｉ……………………………………………堀じゃんけんしよう’11,,,Ｑ児の家をつなげた戸塔ｉｉｉ；走って試そうｉ….……………….…….…….…..……………．．
；ｂ、
8..0..00.0.,００．．０.・・Ｃ･･bDO.◆.0.0......口．．.....､DODOoDOOO....･･.･･.。
ｉよし！
それもいい
かな
「いいよ」
Ｕ児
「こうすれば？」
Ｑ児私が作ったおうち
をＹ児がつなげようとす
るが、嫌だ
嫌
私が作ったんだから
Ｙ児は、Ｑ児に「うん」と言わせたかった。一度、こうだと思ったら、なかなか変更でき
ないＹ児の特性があるのかもしれない。その方法が一方的な思考で、威嚇したり、ずるをし
たりと受け入れられるものではなく、Ｑ児の思考は変化しなかった。思い通りにならない時
に他の幼児らにもこのような思考はあるだろうが、Ｙ児は相手の気持ちに共感せずに自分の
したい方法を何度もせわしなく試したため、Ｑ児には通じなかった。この様子を見ていたｕ
児の思考は、こうしたら受け入れられるのでは、という相手意識があり、頑なだったＱ児の
思考を変えさせた。Ｕ児とＹ児の思考の違いは、意志ある相手と自分という、見えないもの
の理解の違いによるものと思われる。
－１０２－
事例４４歳児Ｍ児劇の練習への参加をメモに示すと予定を立てられた
;劇腫…や…Ｌ惨1董評…(図に…；い;絵本を読んだり、ウサギを；ｉじっと見る:見たりして参加せず：!………………………〈………………………．
！「絵本は一読まない」｜
；「わかってるよやるよ」’
・・・c…･◇･･･………･･･…･◆◇…｡｡･･･．.….｡....…….…：
行事への意欲は幼児によって様々であるが、大抵は経験して楽しさを知ったり、友達の様
子を見て、行動を触発されたりすることが多い。しかし、Ｍ児は経験してみるという行動を
あまりとらない。その理由は活動への関心が低いこともあるだろうが、他の要因として、ど
こで何をするとどうなるのか、という状況の予想しにくさがあると思われる。それを明確に
するのがメモであり、状況の視覚的説明である。見ることで予定を立てられ、自分の行動を
前もって決めるという思考が働いた。自分で決めたことは、安心して実行できたのではない
だろうか。
事例５３歳児Ｓ児ブロックを組み立てたものをＯ児が壊すと何度も言う
'◆●□●●●◆●ｂ●●●●●■■■●●●■■□●■■c■●■の◆０ｃｄ●●●□■■
；ﾄﾝﾄﾝﾄﾝ
Ｍ鰔壊ナー4胤鮒誌gゴーーゲ■。｡●｡●■･●●●ＤｂＯｑｃｑＤ●q●･～ｂ●●･●DDDQOp■■□●･●､●●●q◆●｡｡●や、 ﾓｸﾞﾓｸﾞﾓｸﾞ
；トンカチで固めようｉ
ｉ,…....…｡.｡…｡.….............….,.…｡…｡｡｡｡…….…......｡..…...．
几q●｡●叩｡■■■●■●●●■■■■●●■■■一子一●｡●●｡■◆◆■■｡■■■□・■■■･･･■■・‘
自分達が作ったブロ
ックの家をｏ児が触
った Ｏ児は触るのを
やめて去る
壊されたくないから
○児に向かって優しく
「壊さないでね」
Ｂ児
○児が壊すかもしれない
－１０３－
べく＜』
■････････｡．････◇．.......。.....－；ﾆﾝ'
明日は、この場所がこう変わ
るよどこに座る？
どの言葉を言う？
Ｓ児は、○児の姿を見て「Ｏ児がブロックを壊す」と思ったら、他の言葉は耳に入らない
ようで、Ｏ児に向かって攻撃することはなく、ブロックに目が向いていた。事象に対する視
野の狭さを感じる。３歳児であってもＢ児は相手意識があり、壊されないための手段を思考
した。Ｓ児の言動はＯ児には理解できないであろう。
何度も同じ言葉を繰り返すｓ児の言動は、声を出しているうちに違う思考になっているか
もしれない｡擬音語を発していると、次第に似たような擬音語の歌詞が出て、思考が飛躍し、
大事だったブロックも壊してしまった。
（２）幼児の思考を促す教師の援助
思考を促すというよりも、思考の流れや方向性を知ることが、援助の基本になると思われ
る。教師が受け止めたことを幼児に確認したり、相手の幼児に伝えたりすることで、新たな
思考や行動が生まれる。教師はどちらかの思考に偏らず、「違い」をわかりやすくすることが
重要である。必要な場面であれば教師が仲介するために、周囲からは見えにくい気になる幼
児らの思考と行動を教師がよく観察しておくことが重要である。思考の中に過去の経験が関
連していることもあるようなので、複数の教師で情報を共有しておくとよいだろう。
また、その場ではわかりにくかったことも記録に残して振り返ることで、思考の違いに気
づくこともある。長い目で援助をこころがけることも大切である。
（３）今後に向けて
事例の幼児らの行動や言葉を細かく見直して図式化してみると、初め「ずれ」と感じてい
たものが、「違い」に見えてきた。その「違い」は多数との違いであり、「ずれ」や「間違い」
ではない。違う部分を無理にどちらかに合わせるのではなく、まず「違い」に気づいて、ど
うしなければいけないのか、このままでもよいのかを見極めることの方が重要であると思わ
れた。
気になる幼児らの思考の内面は教師にもわからない部分がある。教師の思い込みに陥らな
いように、気になる幼児の行動をよく見、時には尋ねて確認しながら、援助していきたい。
援助の方法は幼児らとともに試行錯誤していけばよいのではないだろうか。それらを記録す
ることで個別の支援計画につながり、複数の教師の連携をはかることもできる。
－１０４－
